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第三に、「集まるデータ」においては、施策に対する反

響や状況の変化が強く反映されることが確認できた。こう

した「集まるデータ」を活用すれば、施策の改善や市民の

不安解消や満足度の向上に資すると考える。そのため、今

後は、コールセンターや受付窓口などに「集まるデータ」

も活用することが重要であると考える。 

6.2 今後の研究課題  

 今後の研究課題としては、第一に、感情分析（テキスト

データから感情を読み取る分析）が課題である。本研究で

用いた分析手法は、膨大なテキストから主要な話題を明ら

かにするのには有用である。しかし、例えば自粛や休校の

事例からもわかるように、それぞれの話題に積極的な声と

消極的な声があることは原文を参照しなければわからな

い。また、積極的な声と消極的な声を定量的に測定するこ

とも、本研究で用いた手法では難しい。こうした「積極的

⇔消極的」「好き⇔嫌い」「良い⇔悪い」「賛成⇔反対」「安

心⇔不安」など、それぞれの話題についてどの様に感じて

いるかを明らかにすることが今後必要となってくる。 

 第二に、少数意見の発見が課題である。本研究で用いた

分析手法は、客観的に多数出現している語、共起の割合が

大きい語に着目している。研究者による主観的な解釈が最

小限であるため、結果の再現性が高くなる反面、行間を読

み取ることが難しく、少数意見を発見することには不向き

である。このため、少数であるが、特定の分野や人にとっ

ては重要な意味を持つ声を見逃す危険性がある。本研究で

採用した分析手法とあわせて、少数であるが重要と思われ

る声を発見する方法を検討する必要がある。 

 第三に、声を聴きたい対象に合った広聴が必要である。

本研究で扱ったデータでは「子ども」に関する声が非常に

大きかった。しかし、表4より10代からの投稿が１％未

満であることからもわかるように、今回寄せられた投稿

は、親など周囲の大人から見た子ども像であり、子ども自

身の投稿はほとんどないと考えられる。子ども達のコロナ

禍による影響、不安、要望などをより深く、当事者に近い

所で聴くためには、「市長への手紙」と「私の提言」のデ

ータに拘らず、専門的な窓口（熊本市子ども・若者総合相

談センターなど）に寄せられた声を活用する、専門家によ

るインタビューなど、対象に応じた聴き方求められる。 
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１ 2019年末に発見された新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）を

原因とした新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により引き

起こされた生活・健康・医療・経済・教育・労働など多方面での

災難や危機的状況を指す。 
２ 本研究の成果は、「Web市民アンケート調査」の分析結果（本

稿を執筆した熊本市都市政策研究所特別研究チームが分析を担

当）とあわせ、「熊本市経済再建・市民生活安心プラン」策定（令

和2年［2020年］10月）において、新型コロナウイルス感染症

拡大に伴う市民生活への影響を把握するための基礎資料として活

用されている。 
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